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委
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会
調
査
報
告

○
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

　

調
査
報
告

議
案
審
議

議
案
41
件
、
要
請
１
件
（
壱
岐
市
一

般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
等
に
関

す
る
条
例
の
制
定
、
壱
岐
市
税
等
の

徴
収
等
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
、
壱
岐
市
後
期
高
齢
者
医
療

に
関
す
る
条
例
の
制
定
、
市
道
路
線

の
廃
止
・
認
定
、
平
成
二
十
年
度
一

般
会
計
等
）
を
原
案
可
決
。
前
回
継

続
審
査
と
な
っ
て
い
た
要
請
１
件
と

請
願
（
壱
岐
市
一
般
廃
棄
物
処
理
施

設
建
設
に
関
す
る
請
願
）
は
不
採
択

（
※
詳
し
く
は
10
ペ
ー
ジ
に
記
載
）。

発
議

壱
岐
市
議
会
の
議
員
の
報
酬
の
特
例

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
、
道
路

特
定
財
源
の
確
保
に
関
す
る
意
見
書
、

燃
油
価
格
に
お
け
る
地
域
格
差
の
解

消
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
可
決

し
、
関
係
機
関
へ
意
見
書
を
提
出
。

３
月
定
例
会

追跡 発議発議



議員定数議員定数2626人から人から2020人人へへ条例改正を提案条例改正を提案予定予定
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議会活性化特別委員会調査報告議会活性化特別委員会調査報告

02いき　議会だより　2008年第17号

　合併５年後に執行予定の、次期改選時における議員定数に関して昨今の厳しい財政状況と、今後
の人口動態から判断しても自治法の上限を適用した現行26人の定数を削減すべきとする考えは、
概ね世論の一致するところであるが、大幅な削減を求める意見と、急激な削減を避けて段階的削減
を望むとする意見に世論が大別されているのが実情である。
　合併に起因する諸問題の解決や、行政の円滑な執行等々に関して住民の不満、不安は十分解消さ
れたとは言えず、また一方では過渡期として容認せざるを得ないという一面も潜在する中で、究極
の削減を求める世論に賛同する環境に今はないと判断した。
　また、議会にあっては合意形成が最も重要であることから、委員会に嘱さない議員の意向調査も
実施するとともに、県下13市の状況を調査した結果、22、20、18人とする三案に絞られた。
　しかし、いずれの案も理論的根拠をもって適正数であると立証することは困難であった。
　このような経過を踏まえ、県下各市における定数条例の下限値と議員の意向調査を基に、20人
とすることで採決を行った結果、賛成多数をもって可決した。よって現行の定数26人から６人を
減じ、議員定数に関する条例定数を20人として改正するよう求めるものである。

１．定数条例の改正について１．定数条例の改正について

　現在、両委員会は各常任委員会から選出された３人の委員と、副議長の10人で構成されている
が、付託案件の重要性と議員定数削減の観点から、次期改選後からは議員全員による審査が望まし
いとすることで一致した。

２．予算・決算特別委員の選任について(構成人数の件)２．予算・決算特別委員の選任について(構成人数の件)

　県内13市の状況を聴取し比較検討したが、財政規模および人口等に基づき、各市独自の議員定
数が設定されている中で、議員に係る報酬、費用弁償等々も拠出額は様々であり、本市の現状につ
いてその適否を比較判断することは困難であった。
　本市にあっては、壱岐市特別職報酬等審議会の答申を尊重して条例化されており、議員自らが、
その待遇について議論すべきでないとする意見と、議会の有効性を高めより良い人材の確保の面か
らも定数削減と連動した報酬の検討を求めるとする意見、また一方では現行の報酬から、自主的に
減額すべきとする意見等が錯綜し、統一した方向性を見出すことはできなかった。
　尚、厳しい財政状況から現状での待遇改善を求める意見は無かったが、議会としては、今後とも
壱岐市特別職報酬等審議会の答申を尊重し、自らが議論し言及すべき事項ではないとし、結果的に
審査協議を打ち切ることとした。

３．議員報酬・費用弁償・政務調査費について(類似団体との比較)３．議員報酬・費用弁償・政務調査費について(類似団体との比較)

　議員は、市民の厳粛な信託を受けたものであることを認識し、市民全体の奉仕者として、常に市
全体の利益を擁護するとともに自ら進んでその高潔性を明らかにしなければならない。
　いやしくも、その地位による影響力を不正に行使して、特定の個人・団体の利益を求めるなど、
公共の利益を損なうことがあってはならない。

４．政治倫理条例の制定について４．政治倫理条例の制定について
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　以上を最終報告とするが、常任委員会の任期および会派制導入の件に関して、委員会報告
に基づく検討がなされておらず、方向性も明示されていない。県下の類似団体の状況等を再
度検討され、機関決定されるべきと思料する。しかしながら、今期における具体的導入に関
しては、現実的に困難なことから、次期改選直後における検討事項として然るべき措置を講
じられるよう強く要望するものである。

　よって議員は、公正で開かれた民主的な市政を求める市民の信頼に応えることが重要であること
から、その必要な措置として条例を制定すべきと判断し、壱岐市議会議員政治倫理条例及びその施
行規則の草案を添付し、速やかな対応を求めるものとする。

　現在、長の附属機関は38機関におよび、延べ79人の委員を議会から選出している。その中には
市が直接出資する法人もあり、機関の運営形態上、議員が公的立場からこれらの役職に就くことは
不適正であると判断した。
　また、議会としては機関の運営形態等を十分精査し、今後の就任要請に対しては慎重に対応すべ
きとし、長に対しても附属機関(諮問機関)における議員への就任要請について、その適否を厳正に
検討されるよう議会として要望すべきとの意見で一致した。

５．長の附属機関(諮問機関)への議員就任の適否について５．長の附属機関(諮問機関)への議員就任の適否について

　議会は民主的でかつ効率的な市政運営を図り、またその監視機能を十分発揮するため、市民との
信頼関係に基づく連携を図ることが重要である。
　地方分権の推進により、自らの決定と責任が問われ、合わせて住民との協働が強く求められてい
るとき、今後のまちづくり政策決定過程における住民参加は極めて意義あるものと考える。
　そこで、「壱岐市議会報告会開催案」により議会活動の報告や市政情報の提供に努めるとともに、
議会および市政に対する意見・提言を聴取する機会を設け、議会の機能充実と改革・活性化に取り
組むため報告会を開催すべきとする結論に達した。

６．市民への議会報告並びに公聴会開催について６．市民への議会報告並びに公聴会開催について

１．定数条例改正について・・・次期改選時より定数20人とする条例改正を提案予定。
２．予算・決算特別委員選任について(構成人数の件)・・・次期改選時より全議員での審議とする。
３．議員報酬・費用弁償・政務調査費について(類似団体との比較検討)
 ・・・壱岐市特別職等報酬審議会の答申を尊重、審査協議打ち切り。
４．政治倫理条例の制定について・・・条例制定を提案予定。
５．長の附属機関(諮問機関)への議員就任の適否について
 ・・・一部の就任は適正でないものもあり、今後は慎重な対応をすべき。
６．市民への議会報告並びに公聴会開催について・・・年１回、４会場での実施を予定。
７．常任委員会の任期について・・・次期改選時に向け検討。
８．会派制導入の適否について・・・次期改選時に向け検討。
９．一般質問の形態について・・・時間50分・回数制限なしで平成19年９月定例会より実施。
※７～９は平成19年６月定例会で報告済（詳しくは議会だより第14号、Ｐ14～ 15に記載）
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どえんな事業があると？
一般会計　２０８億１，７００万円　　（前年度比　５．０％減）
特別会計　　９７億１，４６７万８千円（前年度比３０．２％減）
合　　計　３０５億３，１６７万８千円（前年度比１４．８％減）

海岸漂着ゴミ処理委託 ５００万円

石田町海浜大清掃の様子（石田町筒城仲触　塩津浜）

ユ
ウ
く
ん

みんなで
壱岐ばキレイに
しゅうバイ!

エネルギー回収推進施設整備
（焼却施設） １億６，２４５万円

最終処分場整備 ４，２５７万円

有機性廃棄物リサイクル推進施設整備
（汚泥再生処理センター）  １，４７３万円

放課後児童クラブ等育成支援等委託
 ４１７万円

翠
みどり

の会による活動（霞翠小学校）

地域子育て支援拠点事業費
 ３５５万円

放課後子ども教室推進事業補助金
 ２５５万円

地産地消推進事業補助金
（多目的ハウス４棟　大麦生産奨励補助）
 ４４１万円

低減化学肥料・農薬で栽培されているコシヒカリ（勝本町東触）

壱岐市民病院器械備品整備
（医療用器械備品購入）
 ４，３４３万円

購入予定の回診用Ｘ線撮影装置と個人用透析装置

産地づくり推進対策
（地域ブランド米等推進事業補助金他）
 １，３５２万円

壱岐市民病院医師公舎建築
（木造平屋建て90㎡×６棟）
 １億３７６万円

平成20年度予算ピックアップ
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国民体育大会長崎大会準備経費
 ６４２万円

壱岐会場で行われる予定の自転車競技

漁村再生交付金事業
（壱岐栽培センター建設工事）
 ４億１３万円

壱岐栽培センター起工式（Ｈ20.４.４　大島）

一支国博物館（仮称）整備
 １２億４，０４１万円

原の辻遺跡復元建物

老人入湯助成金助成対象年齢引き下げ
（70歳から65歳へ） １，６０８万円

良い湯だな～

情報通信企業立地促進事業補助金
（コールセンター１社　ソフトウェア業２社）
 １，７４８万円

昨年10月１日開設の㈱ランドコンピューター壱岐支店のみなさん（本庁別館）

麦谷浄水場建設工事
 ９，３５５万円

麦谷配水池

原の辻遺跡保存整備
 ２億３，１４３万円
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壱
岐
市
税
等
の
特
例
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

Q 

前
納
報
奨
金
を
百
分
の

0.5
か
ら
百
分
の
0.25
に
改
正
す

る
こ
と
は
、
現
在
の
使
用
料

等
を
含
め
、
６
億
円
以
上
も

あ
る
滞
納
額
を
さ
ら
に
増
加

さ
せ
る
の
で
は
。
滞
納
者
の

徴
収
体
制
の
強
化
に
取
り
組

む
方
が
先
決
で
は
。

A 
前
納
報
奨
金
制
度
は
、税

の
徴
収
に
関
し
て
、
さ
ほ
ど

影
響
は
な
い
。
ま
た
、
現
在

ほ
と
ん
ど
の
市
町
村
が
廃
止

し
て
い
る
。
今
年
４
月
の
機

構
改
革
に
よ
り
、
納
税
特
別

対
策
班
に
主
幹
を
配
置
し
て
、

徴
収
体
制
の
強
化
を
図
る
。

Q 

旧
郷
ノ
浦
町
時
代
の
固

定
資
産
税
滞
納
の
現
在
ま
で

の
対
応
状
況
は
。

A 

昨
年
20
件
の
滞
納
を
、現

在
は
16
件
ま
で
に
圧
縮
し
て

い
る
。
今
後
も
徴
収
に
向
け

て
鋭
意
努
力
す
る
。

市
道
路
線
の
廃
止

Q 

35
路
線
廃
止
の
理
由
は
。

A 

今
回
廃
止
の
35
路
線
は
、

平
均
幅
員
1.5
ｍ
未
満
の
路
線

で
、車
両
等
が
通
行
で
き
ず
、

地
域
に
密
着
し
て
い
な
い
の

で
、認
定
を
廃
止
し
た
。

Q 

今
回
廃
止
さ
れ
る
路
線

は
、
各
地
域
よ
り
整
備
改
良

等
の
要
望
が
あ
っ
た
路
線
に

該
当
し
な
い
か
。

A 

該
当
し
な
い
。

Q 

廃
止
路
線
の
市
道
維
持

管
理
業
務
補
助
金
の
各
公
民

館
へ
の
増
減
は
。

A 

増
減
な
し
。

Q 

今
回
の
廃
止
路
線
調
書

は
、
非
常
に
理
解
し
に
く
い
。

も
っ
と
分
か
り
や
す
く
で
き

な
い
か
。

A 
今
後
の
調
書
作
成
に
あ

た
っ
て
は
、
必
ず
新
旧
で
分

か
る
よ
う
に
作
成
し
て
い
く
。

市
道
路
線
の
認
定

Q 

認
定
路
線
区
域
内
で
道

路
整
備
さ
れ
た
場
合
、
議
会

に
諮は

か

る
必
要
が
あ
る
の
か
。

A 

そ
の
路
線
の
起
点
・
終

点
に
変
更
が
生
じ
る
場
合
は

議
会
の
議
決
が
必
要
。起
点
・

終
点
が
変
わ
ら
な
い
場
合
は

告
示
で
良
い
。

Q 

認
定
路
線
の
道
路
整
備

に
つ
い
て
は
、
用
地
の
同
意

が
で
き
た
と
こ
ろ
か
ら
進
め

て
い
く
の
か
。

A 

着
工
に
あ
た
っ
て
は
、

必
ず
用
地
の
確
保
が
で
き
た

と
こ
ろ
を
整
備
し
て
い
く
。

平
成
19
年
度
壱
岐
市

一
般
会
計
補
正
予
算

Q 

ア
ワ
ビ
種
苗
売
り
払
い

減
収
の
５
９
４
万
５
千
円
の

原
因
と
今
後
の
対
策
は
。

A 

30
万
個
前
後
の
生
産
見

込
み
で
あ
っ
た
が
、
春
先
の

異
常
海
水
温
上
昇
で
、
14
万

個
程
度
し
か
生
き
残
り
が
な

く
、
売
り
上
げ
が
減
と
な
っ

た
た
め
。
今
後
の
対
策
と
し

て
海
水
温
の
調
節
機
能
を
完

備
し
た
施
設
を
充
実
さ
せ
る
。

Q 
市
債
の
発
行
残
高
が
３

６
０
億
円
ぐ
ら
い
あ
る
が
、

実
質
的
な
壱
岐
市
の
負
担
分

は
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
か
。

A 

市
の
負
担
分
は
40
％
弱

で
、
残
り
は
交
付
税
措
置
。

平
成
19
年
度
壱
岐
市

農
業
機
械
銀
行
特
別
会
計
補
正
予
算

Q 

報
償
金
５
１
０
万
３
千

円
の
退
職
慰
労
金
の
積
算
根

拠
と
そ
の
規
定
は
。

A 

１
人
が
嘱
託
職
員
、
２

人
が
機
械
銀
行
職
員
で
、
嘱

託
職
員
に
つ
い
て
は
、
壱
岐

市
嘱
託
職
員
退
職
時
割
増
報

酬
支
給
要
綱
に
よ
り
、
ま
た
、

機
械
銀
行
職
員
２
人
分
に
つ

い
て
は
、
壱
岐
市
農
業
機
械

銀
行
職
員
退
職
時
割
増
賃
金

支
給
規
定
に
基
づ
き
支
給
。

平
成
20
年
度
壱
岐
市

一
般
会
計
予
算

Q 

市
の
附
属
機
関
設
置
数

と
報
酬
総
額
・
人
数
・
人
選

は
。
ま
た
、
今
後
の
協
議
会

の
あ
り
方
は
。

A 

全
体
で
63
の
協
議
会
が

あ
り
、
こ
の
う
ち
当
初
予
算

に
計
上
し
て
い
る
委
員
の
報

酬
は
34
の
協
議
会
で
３
２
３

人
分
の
金
額
で
４
６
９
万
円
。

人
選
に
つ
い
て
は
附
属
機
関

ご
と
の
要
綱
・
規
則
で
定
め

て
い
る
。
今
後
、
役
目
を
終

え
た
も
の
等
に
つ
い
て
は
廃

止
し
て
い
く
。

平
成
20
年
度
壱
岐
市

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

Q 

地
方
債
の
繰
り
上
げ
償

還
が
、
１
億
７
、
９
６
１
万

３
千
円
繰
り
上
げ
償
還
し
た

場
合
、
ど
れ
く
ら
い
の
節
約

に
な
る
の
か
。
ま
た
、
来
年

以
降
も
繰
り
上
げ
償
還
が
生

じ
る
の
か
。

A 

繰
り
上
げ
償
還
に
よ
る

軽
減
額
は
４
、
７
４
６
万
円
。

平
成
21
年
度
ま
で
財
政
健
全

化
法
に
基
づ
く
繰
り
上
げ
償

還
を
計
画
し
て
い
る
。

平
成
20
年
度
壱
岐
市

下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

Q 

北
部
処
理
区
・
中
央
処

理
区
の
加
入
率
は
。

A 

現
在
、
北
部
処
理
区
が

62
％
、
中
央
処
理
区
が
30
％
。

今
後
、
両
地
区
と
も
70
％
の

加
入
を
目
標
に
推
進
し
て
い

く
。

もっと
くわしく
教えて!

キ
ク
ち
ゃ
ん
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町
田　

正
一 

議
員

Q 
四
年
間
の
市
政
の

総
括

①
財
政
健
全
化
法
の
施
行
に

伴
う
財
政
状
況
と
今
後
の
見

通
し
は
。

②
焼
却
施
設
反
対
の
請
願
が

出
さ
れ
て
い
る
が
、
市
の
ゴ

ミ
行
政
の
政
策
は
。

③
官
民
一
体
と
な
っ
て
島
内

の
食
材
・
焼
酎
等
を
利
用
し

て
、
居
酒
屋
の
よ
う
な
運
営

形
態
で
島
外
に
進
出
す
る
こ

と
が
必
要
で
は
。

④
企
業
誘
致
の
状
況
と
見
通

し
は
。
ま
た
、
イ
ン
フ
ラ
※
整

備
で
の
問
題
点
は
。

⑤
四
支
所
の
問
題
点
は
。

⑥
学
校
統
廃
合
の
現
状
と
進

捗
状
況
は
。

⑦
壱
岐
高
校
の「
原
の
辻
歴

史
文
化
コ
ー
ス（
歴
史
学
・

中
国
語
）」卒
業
生
を
県
立
大

学
へ
優
先
的
に
入
学
で
き
な

い
か
。

A 
市
長

市
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

マ
ン
と
し
て 

①
現
在
は
健
全
財
政
で
あ
る
。

②
長
崎
県
ご
み
処
理
広
域
化

計
画
に
基
づ
き
、
集
約
化
に

よ
る
経
費
削
減
計
画
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。事
業
着
手
ま
で

に
八
年
の
歳
月
を
要
し
て
お

り
、
変
更
・
見
直
し
と
な
れ

ば
毎
日
の
ご
み
処
理
に
大
き

な
支
障
を
き
た
す
。

③
大
変
面
白
い
発
想
で
あ
り
、

検
討
に
値
す
る
。

④
こ
れ
ま
で
に
三
社
の
誘
致

が
実
現
し
て
お
り
、
現
在
も

う
一
社
の
誘
致
を
進
め
て
い
る
。

今
後
は
各
企
業
へ
雇
用
拡
大

を
お
願
い
し
て
い
く
。そ
の
た

め
に
も
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
非

常
に
重
要
で
あ
る
。

A 
勝
本
支
所
長

⑤
順
調
に
業
務
を
行
っ
て
い

る
。A 

芦
辺
支
所
長

⑤
台
風
時
の
自
主
避
難
対
策
。

A 
石
田
支
所
長

⑤
大
雨
時
の
水
害
対
策
。

A 
郷
ノ
浦
支
所
長

⑤
三
島
地
区
へ
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
と
、
窓
口
の
取
り
扱
い

件
数
の
増
加
に
対
す
る
適
正

な
人
員
配
置
。

A 
教
育
長

枠
の
拡
大
を

⑥
壱
岐
市
中
学
校
統
廃
合
に

関
す
る
懇
話
会
で
熱
心
に
議

論
さ
れ
て
お
り
、
六
月
の
答

申
を
待
つ
段
階
。

⑦
現
在
も
離
島
推
薦
枠
等
は

あ
る
が
、
枠
の
拡
大
等
を
関

係
機
関
に
働
き
か
け
る
。

鵜
瀬　

和
博 

議
員

Q 

外
貨
を
稼
ぐ

体
制
づ
く
り
を

　

少
な
い
予
算
で
最
大
の
効

果
を
上
げ
る
た
め
に
、
島
外

へ
戦
略
的
・
積
極
的
な
情
報

発
信
は
重
要
。
外
貨
を
稼
ぐ

交
流
人
口
増
を
図
る
べ
き
。

①
平
成
十
九
年
九
月
の
一
般

質
問
後
の
進
捗
状
況
は
。

②
壱
岐
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
と

し
て
職
員
を
各
関
係
機
関
へ

派
遣
し
、
そ
の
効
果
は
大
き

い
。
県
福
岡
事
務
所
が
閉
鎖

さ
れ
る
が
、今
後
、福
岡
で
の

観
光
宣
伝
・
誘
客
活
動
は
。

③
国
は
観
光
立
国
を
目
指
し
、

今
年
十
月
観
光
庁
を
新
設
。

今
や
観
光
行
政
は
各
自
治
体

間
の
競
争
も
激
化
し
、
ア
イ

デ
ア
・
実
行
力
勝
負
。
外
国

人
観
光
客
誘
致
も
含
め
た
観

光
行
政
の
展
望
は
。

④
ス
ポ
ー
ツ
交
流
人
口
は
多

く
の
関
係
市
民
の
協
力
・
支

援
に
よ
り
年
々
増
加
。
さ
ら

に
増
や
す
に
は
、
周
辺
を
含

め
体
育
施
設
整
備
は
必
要
不

可
欠
。今
後
の
整
備
計
画
は
。

A 
市
長

情
報
発
信
を
強
化 

①
四
月
の
機
構
改
革
で
は
観

光
業
界
か
ら
の
任
期
付
職
員

採
用
は
な
く
、
観
光
課
の
増

員
も
な
い
。
広
報
の
充
実
を

痛
感
。
記
者
ク
ラ
ブ
等
へ
の

情
報
提
供
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、「
リ
ン
ク
る
壱
岐
※
」
を

活
用
し
て
積
極
的
に
島
外
へ

の
情
報
発
信
を
強
化
し
て
い

く
。

②
大
変
困
惑
し
て
い
る
。
早

期
に
福
岡
事
務

所
に
変
わ
る
も

の
を
現
在
模
索

中
。

③
国
の
施
策
に

遅
れ
る
こ
と
な

く
、
行
動
に
移

ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
の

た
め
に
は
観
光

協
会
の
合
併
と

各
観
光
事
業
所
の
団
結
と
受

入
れ
態
勢
の
整
備
が
必
要
。

ま
た
、
今
後
は
韓
国
・
中
国

等
の
東
ア
ジ
ア
に
向
け
、
原

の
辻
な
ど
情
報
発
信
を
積
極

的
に
進
め
て
い
く
。

A 
教
育
長

既
存
施
設
を
利
活
用

④
財
政
上
の
こ
と
も
あ
り
、

現
在
あ
る
施
設
を
有
効
的
に

利
活
用
し
、
必
要
に
応
じ
て

対
応
し
て
い
く
。

一 般 質 問一 般 質 問 傍聴者数　３月６日　約30人傍聴者数　３月６日　約30人

※
道
路
・
通
信
・
公
共
施
設
な
ど
、産

業
や
生
活
の
基
盤
と
な
る
施
設
の

こ
と
。

離島留学生歓迎入市式（Ｈ20.４.８ 壱岐文化ホール）

※
行
き
先
と
目
的
を
組
み
合
わ
せ
て

壱
岐
の
観
光
情
報
を
検
索
で
き
る

シ
ス
テ
ム
。

壱岐物産フェア（Ｈ19.６.21　ダイエーマリナタウン店）
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音
嶋　

正
吾 

議
員

Q 
廃
棄
物
処
理
施
設

建
設
問
題

①
大
型
一
般
廃
棄
物
処
理
施

設
を
建
設
し
よ
う
と
し
て
い

る
が
、
環
境
に
配
慮
し
た
最

良
の
方
法
か
。
生
ゴ
ミ
資
源

化
に
逆
行
し
て
い
る
。
転
換

す
べ
き
。

②
環
境
保
全
協
定
が
締
結
済

で
あ
る
の
に
、
建
設
予
定
地

の
住
民
か
ら
反
対
の
請
願
が

提
出
さ
れ
て
い
る
の
は
な
ぜ

か
。
交
渉
過
程
に
反
省
す
べ

き
点
は
。ま
た
、住
民
へ
の
対

応
は
。

A 
市
長

交
渉
過
程
に
問
題
な
し 

①
現
在
、
四
施
設
の
処
理
能

力
は
六
十
一
ト
ン
、
計
画
予

定
の
施
設
は
二
十
六
ト
ン
で
、

大
幅
に
縮
小
し
た
。
定
期
検

査
に
よ
る
停
止
を
考
え
、
二

炉
は
必
要
。
焼
却
灰
は
ス
ラ

グ
※

化
し
、
リ
サ

イ
ク
ル
品
と
し
て

利
用
す
る
。
市
の

リ
サ
イ
ク
ル
率
は

三
五
・
二
％
で
、

県
下
第
一
位
。

②
住
吉
振
興
協
議

会
長
お
よ
び
四
公

民
館
長
と
協
定
書

を
締
結
。
交
渉
過

程
に
問
題
は
な
く
、

今
後
も
地
域
の
皆

様
に
ご
理
解
を
お

願
い
し
た
い
。

Q 
市
長
の
選
挙
公
約

の
総
評

①
燃
料
費
を
下
げ
る
と
公
約

し
た
が
、
ど
の
よ
う
に
努
力

し
た
の
か
。

②
島
根
県
海あ

士ま

町
で
は
、
大

規
模
な
人
件
費
削
減
と
機
構

改
革
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
四
年
間
の
行
財
政
改
革

の
実
績
は
い
か
に
。

A 
市
長

一
生
懸
命
努
力
し
た  

①
備
蓄
タ
ン
ク
設
置
の
条
件

が
整
わ
ず
、
現
段
階
で
は
難

し
い
と
認
識
。

②
報
酬
・
管
理
職
手
当
等
の

カ
ッ
ト
に
よ
り
、
四
年
間
で

十
一
億
九
千
六
百
万
円
の
削

減
。
事
業
お
よ
び
補
助
金
等

の
見
直
し
も
含
め
、
今
後
と

も
行
財
政
改
革
に
取
り
組
む
。

芦辺町クリーンセンター

近
藤　

団
一 

議
員

Q 
今
後
の
財
政

　

合
併
特
例
債
の
国
・
県
の

交
付
税
措
置
も
、
全
国
的
な

合
併
に
よ
り
今
後
色
々
な
理

由
付
け
を
し
て
、
約
束
が
反ほ

故ご
※
１
に
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ

る
。
ま
だ
ま
だ
今
後
も
増
え

続
け
る
地
方
債
残
高
に
対
処

す
る
た
め
に
は
、
職
員
の
確

か
な
目
と
先
見
性
が
大
事
で

あ
り
、
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
巡

ら
せ
て
、
国
・
県
の
施
策
と

い
か
に
マ
ッ
チ
ン
グ
※
２
さ
せ

る
か
が
重
要
。例
え
ば
、市
民

病
院
に
行
政
の
窓
口
を
置
き
、

住
民
票
を
交
付
し
た
り
、
乳

幼
児
の
検
診
や
相
談
窓
口
を

置
い
て
は
。
人
件
費
の
削
減

と
い
う
観
点
か
ら
、
創
意
工

夫
が
大
切
で
は
。

A 
市
長

国
・
県
の
制
度
を
最
大

限
活
用 

　

市
の
将
来
的
な
財
政
を
考

え
、
国
・
県
の
施
策
や
補
助

制
度
を
最
大
限
に
活
用
し
て

い
く
こ
と
は
、
非
常
に
重
要

で
あ
る
。
職
員
に
も
常
に
将

来
的
な
視
点
を
持
つ
よ
う
指

導
し
て
い
る
。
ま
た
、
市
民

病
院
に
行
政
窓
口
を
置
く
と

い
う
提
案
に
つ
い
て
は
、
現

実
的
に
は
非
常
に
厳
し
い
。

※
１ 

以
前
の
言
動
を
な
い
も
の
と
す

る
こ
と
や
、
役
に
立
た
な
い
も
の
に

す
る
こ
と
。
約
束
を
破
る
こ
と
。

※
２ 

種
類
の
異
な
っ
た
も
の
を
組
み

合
わ
せ
る
こ
と
。
複
数
の
デ
ー
タ

を
つ
き
合
わ
せ
て
照
合
す
る
こ
と
。多くの人が利用する市民病院窓口

※
高
温
で
焼
却
灰
等
を
溶
融
し
た
結

果
、
生
成
さ
れ
る
ガ
ラ
ス
質
の
固

化
物
の
こ
と
。
建
築
資
材
等
に
利

用
さ
れ
る
。
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中
田　

恭
一 

議
員

Q 

通
信
網
の
整
備
を

①
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
※
の
整
備

後
、住
民
に
と
っ
て
一
番
便
利

に
な
る
点
は
。

②
今
後
ど
こ
ま
で
拡
張
す
る

の
か
。ま
た
、本
土
と
の
接
続

は
将
来
的
に
可
能
か
。

③
個
人
や
企
業
が
市
の
設
置

し
た
光
ケ
ー
ブ
ル
へ
接
続
す

る
こ
と
は
可
能
か
。

④
沼
津
・
鯨
伏
地
区
は
現
在

の
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
回
線
で
も
通
信

し
に
く
い
。
交
換
機
の
容
量

改
良
を
県
・
市
の
補
助
事
業

で
対
応
で
き
な
い
の
か
。

A 
市
長

情
報
ネ
ッ
ト
の
活
用 

①
市
民
が
公
共
施
設
等
で
行

政
・
防
災
情
報
な
ど
を
自
由

に
利
用
で
き
る
こ
と
。

②
本
土
と
の
接
続
も
含
め
て

ど
の
よ
う
な
活
用
法
が
あ
る

の
か
現
在
調
査
中
。

③
情
報
漏ろ

う

洩え
い

等
の
問
題
が
あ

り
、
接
続
で
き
な
い
。

④
国
の
補
助
制
度
も
あ
る
の

で
、
今
後
Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
協
議
す

る
。

中
村
出
征
雄 

議
員

Q 

合
併
特
例
法
に
基
づ
く

市
の
合
併
特
例
債

①
市
の
合
併
特
例
債
限
度
額

は
百
七
十
三
億
円
で
、
平
成

二
十
年
度
ま
で
の
特
例
債
の

起
債
額
は
四
十
二
億
円
。
平

成
二
十
一
年
度
以
降
、
今
後

五
年
間
で
ど
の
よ
う
な
事
業

で
ど
の
程
度
の
特
例
債
を
見

込
ん
で
い
る
か
。

②
辺
地
債
に
次
ぐ
過
疎
債
と

同
等
の
有
利
な
起
債
で
あ
り
、

積
極
的
に
活
用
す
べ
き
。

③
平
成
の
大
合
併
で
全
国
の

多
く
の
自
治
体
が
合
併
し
、

国
の
借
金
も
八
百
兆
円
以
上

と
な
っ
た
。
国
家
予
算
の
四

分
の
一
が
公
債
費
と
い
う
異

常
事
態
の
中
、
今
後
の
合
併

特
例
債
返
済
の
七
割
が
本
当

に
交
付
税
措
置
さ
れ
る
の
か

心
配
。
平
成
二
十
年
度
予
算

で
合
併
特
例
債
分
の
交
付
税

算
入
見
込
額
は
。

A 

市
長

活
き
た
特
例
債

①
実
施
中
の
一
支
国
博
物
館

整
備
・
原
の
辻
遺
跡
整
備
・

ご
み
処
理
施
設
整
備
等
・
新

郷
ノ
浦
港
線
重
要
幹
線
街
路

事
業
。
今
後
実
施
予
定
の
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
・
本

庁
舎
建
設
・
防
災
行
政
無
線

整
備
・
学
校
校
舎
耐
震
化
事

業
。
お
よ
そ
百
五
十
億
。

②
有
利
な
資
金
で
あ
る
。
し

か
し
、
三
分
の
一
が
借
金
。

活
き
た
特
例
債
に
な
る
よ
う

積
極
的
に
活
用
す
る
。

③
交
付
税
算
入
見
込
額
は
一

億
四
千
六
百
四
十
一
万
五
千

円
。

合併特例債を活用してできた石田スポーツセンター

市内30カ所に設置の情報閲覧用パソコン（壱岐西部開発総合センター）

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
仕
組
み
を
一
つ

の
会
社
内
で
使
い
、
情
報
を
み
ん

な
で
使
え
る
よ
う
に
し
た
も
の
。

（※設置場所は最終ページに記載）
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請願 要請 意見書 コーナー

不
採
択
壱岐市一般廃棄物処理施設建設
反対に関する請願

請願 要請 意見書 コーナー

請願・要請を
審査しました!

ミ
ル
ち
ゃ
ん

意
見
書

燃料価格における地域格差の解消を
求める意見書を内閣総理大臣ほか関
係機関へ送付しました。

○提出者　　壱岐市議会議員　大久保洪昭

○賛成者　　壱岐市議会議員　深見　義輝
　　　　　　　　　同　　　　久間　　進

意
見
書

道路特定財源の確保に関する意見書
を内閣総理大臣ほか関係機関へ送付
しました。

○提出者　　壱岐市議会議員　赤木　英機

○賛成者　　壱岐市議会議員　豊坂　敏文
　　　　　　　　　同　　　　牧永　　護

○紹介議員　壱岐市議会議員 音嶋　正吾
○提出者　　芦辺町住吉山信触 平田　　廣
　　　　　　住吉山信触水利組合長 平田　邦彦
　　　　　　芦辺町住吉東触 市山　　豊

（不採択の理由）

　同施設の建設計画については、市側から６回、住吉地区内部で４回の協議がなされていたが、一部に
説明が不十分であったとの意見もある。しかし、地元地区への説明会や先進地研修等を経て、既に平成
18年 12 月 24 日に住吉地区振興協議会及び住吉地区の４公民館長と環境保全協定が締結されており、
申し入れ書（要望書）に対する回答も出されている。
　また、同施設の建設計画については、現在下記の状況にある。

①協定書の締結後、国へ事業計画を提出し、平成 19年２月 13日付で国の承認を得ており、一度承認を
受けた事業を白紙に戻すような大幅な変更を国が簡単に認めることは考えられない。

②国から交付金の内示を平成 19年３月 30日に受けて、環境アセスメント及び総合評価審査等の業務を
行っており、施設整備事業に着手している。

　なお、市側からは、引き続き地元への説明会、環境保全や振興策等の協議は継続され、住民の方に十
分説明し、理解が得られるよう努力されたい。

不
採
択

地方財政の強化・拡充及び財政
健全化法の施行にあたっては地
方自治原則の堅持を求める要請

○提出者　　長崎県自治体労働組合連合
　　　　　　　執行委員長　大久保　昇

（不採択の理由）

　要請事項の第３項目、健全化判断比率のうち将来負担については、職員全員が退職した場合の退職手
当は将来的に市が負担しなければならない負債であり、その全額を算入せざるを得ないものである。
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委員会レポート委員会レポート委員会レポート

総
務
文
教
常
任
委
員
会

委
員
長　

中
田　

恭
一

 

議
案
審
査
状
況 

　

三
月
定
例
会
で
は
、
十
件
の
付
託
を
受

け
、
審
査
を
行
っ
た
。
採
決
の
結
果
、
全

案
可
決
し
た
。

防
災
会
議
条
例
の
一
部
改
正

　

委
員
の
定
数
を
一
人
増
や
す
た
め
の
も

の
。一

般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
等
に

関
す
る
条
例
の
制
定

　

市
民
病
院
の
専
門
職
の
民
間
人
材
の
採

用
に
よ
る
も
の
。

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
と
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す

る
条
例
及
び
職
員
の
勤
務
時
間
、
休

暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

人
事
院
勧
告
お
よ
び
法
の
改
正
に
よ
る

も
の
。

特
別
会
計
条
例
の
一
部
改
正

　

芦
辺
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
事
業
特
別
会

計
の
廃
止
と
、
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特

別
会
計
の
設
置
の
た
め
の
も
の
。

税
条
例
の
一
部
改
正
と
税
等
の
徴
収
等

の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

前
納
報
奨
金
の
率
を
百
分
の
〇
・
五
か

ら
百
分
の
〇
・
二
五
に
変
更
す
る
も
の
で
、

昨
今
の
金
融
情
勢
の
変
化
の
中
で
は
、
や

む
を
得
ず
と
判
断
。

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

　

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
の
開
始
に
関
す

る
変
更
。

消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、
給
与
、
服
務

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

消
防
団
の
本
部
役
員
の
定
数
変
更
に
よ

る
も
の
。

平
成
二
十
年
度
三
島
航
路
事
業
特
別

会
計
予
算

　

二
十
年
度
の
機
構
改
革
に
よ
り
、
総
務

部
の
所
管
に
な
っ
た
も
の
。

閉
会
中
の
委
員
会
継
続
調
査

　

二
月
二
十
二
日
、
継
続
審
査
と
な
っ
て

い
た
陳
情
一
件
を
審
査
・
採
決
の
結
果
、

不
採
択
と
な
っ
た（
※
不
採
択
の
理
由
は

10
ペ
ー
ジ
に
記
載
）。

　

ま
た
、
同
日
市
内
五
カ
所
の
現
地
調
査

を
行
っ
た
。

①
㈱
レ
オ
パ
レ
ス
21
壱
岐
コ
ー
ル
セ
ン
タ

ー
（
旧
み
や
ま
荘
）

②
電
算
室（
郷
ノ
浦
庁
舎
）

③
消
防
格
納

庫（
勝
本
地

区
第
７
分
団

本
宮
）

④
消
防
格
納

庫（
勝
本
地

区
第
７
分
団

布
気
）

⑤
消
防
格
納

庫（
郷
ノ
浦

地
区
機
動
分

団
第
一
・
第

二
小
隊
）

老朽化の著しい消防格納庫（郷ノ浦地区機動分団第１・第２小隊）

委
員
長　

赤
木　

英
機

 

議
案
審
査
状
況 

　

壱
岐
市
営
住
宅
条
例
の
一
部

改
正
、
市
道
路
線
の
廃
止
お
よ

び
認
定
、
あ
ら
た
に
生
じ
た
土

地
の
確
認
お
よ
び
区
域
の
変
更

に
つ
い
て
の
変
更
、
平
成
十
九

年
度
特
別
会
計
補
正
予
算
三
件
、

平
成
二
十
年
度
特
別
会
計
予
算

三
件
、
平
成
二
十
年
度
水
道
事

業
会
計
予
算
、
以
上
十
一
件
の

付
託
を
受
け
、
審
査
し
た
。
採

決
の
結
果
、
全
案
可
決
し
た
。

下
水
道
事
業
特
別
会
計

Q
平
成
二
十
年
度
の
芦
辺
（
大

石
地
区
）
の
計
画
は
。

A
今
後
、
測
量
設
計
を
予
定
し

て
い
る
。
ま
た
、
公
民
館
毎
に

再
度
説
明
会
を
実
施
し
、
今
後

の
整
備
計
画
を
判
断
す
る
。

Q
芦
辺
（
瀬
戸
地
区
）
の
供
用

開
始
予
定
と
加
入
見
込
は
。

A
試
運
転
後
、
五
月
以
降
の
予

定
。
今
後
加
入
推
進
を
図
る
。

農
業
機
械
銀
行
特
別
会
計

Q
機
構
改
革
に
よ
り
、
事
務
所

の
移
動
、
支
所
土
木
経
済
課
廃

止
に
よ
る
受
付
の
対
応
は
。

A
今
後
は
石
田
庁
舎
で
の
み
対

応（
☎
四
四
ー
六
一
一
一
）。

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

Q
平
成
二
十
年
度
の
使
用
料
の

減
額
の
要
因
は
。

A
大
口
利
用
者（
飲
食
店
・
旅

館
等
）の
使
用
料
の
減
少
。

審
査
意
見

　

簡
易
水
道
事
業
・
下
水
道
事

業
特
別
会
計
に
お
い
て
、
繰
越

明
許
費
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

他
の
事
業
と
の
関
連
性
・
補
助

増
加
な
ど
、
理
解
で
き
る
が
、

原
則
と
し
て
単
年
度
内
に
事
業

が
完
了
で
き
る
よ
う
努
力
さ
れ

た
い
。

委
員
会
所
管
事
務
調
査

　

三
月
十
一
日
、
市
内
五
カ
所

の
現
地
調
査
を
行
っ
た
。

①
寺
頭
住
宅（
勝
本
町
）

②
白
水
住
宅（
石
田
町
）

③
芦
辺
漁
港
浄
化
セ
ン
タ
ー

④
第
３
キ
ャ
ト
ル
セ
ン
タ
ー
建

設
予
定
地（
初
山
）

⑤
猿
岩（
修
復
工
事
中
）

修復工事が施されている猿岩

産
業
建
設
常
任
委
員
会
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委
員
長　

近
藤　

団
一

 

議
案
審
査
状
況 

　

今
定
例
会
で
付
託
さ
れ
た
案
件
は
全
部
で
十
八
件
。
不
採
択

と
な
っ
た
請
願
一
件
を
除
き
、
十
七
件
は
原
案
可
決
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　

七
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
の
医
療
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十

年
四
月
一
日
か
ら
長
崎
県
下
の
全
市
町
が
加
入
す
る「
広
域
連

合
」が
事
業
を
行
う
。
ま
た
、
七
十
五
歳
以
上
高
齢
者
全
員
に

対
し
て
保
険
料
が
賦
課
さ
れ
る
が
、
一
部
軽
減
措
置
も
あ
る
。

徴
収
方
法
は
、
年
金
か
ら
差
し
引
く
特
別
徴
収
と
、
普
通
徴
収

と
が
あ
る
。
本
市
の
場
合
は
約
五
千
四
百
人
の
対
象
者
の
う
ち
、

十
五
％
の
約
八
百
十
人
が
普
通
徴
収
に
該
当
す
る
見
込
み
。

　

保
険
料
の
滞
納
者
に
対
す
る
対
応
は
、
県
下
一
律
で
短
期
保

険
証
や
資
格
証
の
発
行
等
の
措
置
が
予
想
さ
れ
、
満
足
な
医
療

を
受
け
ら
れ
な
い
高
齢
者
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
の
で
、
滞
納

者
に
対
す
る
適
切
な
対
応
を
望
む
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
事
業

　

昭
和
四
十
六
年
に
開
所
の
重
要
な
事
業
所
で
あ
る
。
し
か
し
、

当
委
員
会
が
再
三
指
摘
し
て
き
た
よ
う
に
、
施
設
の
老
朽
化
ゆ

え
に
利
用
者
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
い
て
い
る
。

　

平
成
二
十
年
度
予
算
に
も
多
額
の
光
熱
費
や
修
繕
料
が
計
上

さ
れ
て
い
る
。
施
設
の
改
築
を
行
え
ば
、
効
率
が
良
く
な
り
経

費
が
節
減
で
き
る
。

　

現
在
の
待
機
者
が
約
五
十
人
、
昨
年
だ
け
で
約
二
十
五
人
の

お
年
寄
り
が
ホ
ー
ム
で
人
生
の
最
期
を
迎
え
ら
れ
て
い
る
状
況

に
照
ら
し
合
わ
せ
れ
ば
、
早
急
に
改
築
に
着
手
す
べ
き
。

　

先
の
閉
会
中
委
員
会
調
査
の
中
で
こ
の
こ
と
を
述
べ
た
が
、

今
は「
改
築
に
向
け
て
の
準
備
委
員
会
」の
立
ち
上
げ
の
た
め

の
準
備
委
員
会
を
近
々
に
と
い
う
話
で
あ
っ
た
。
今
の
国
の
施

策
を
見
て
も
増
床
で
き
る
状
況
に
な
い
。

　

こ
の
際
、
現
状
の
定
員
で
現
在
地
で
も
や
む
を
得
な
い
、「
建

設
へ
の
ゴ
ー
サ
イ
ン
を
出
す
べ
き
」と
い
う
全
委
員
の
意
見
で

あ
る
。

病
院
の
手
数
料
条
例
の
改
正

　

今
回
、
実
状
に
沿
っ
た
手
数
料
の
改
正
を
行
い
、
新
た
に
七

項
目
を
追
加
。
九
項
目
に
つ
い
て
は
値
上
げ
の
改
定
が
行
わ
れ

た
。
他
の
病
院
と
の
比
較
に
つ
い
て
は
、
島
内
の
民
間
病
院
の

手
数
料
は
統
一
さ
れ
て
お
り
、
市
民
・
か
た
ば
る
病
院
は
い
ず

れ
の
項
目
も
同
額
も
し
く
は
そ
れ
よ
り
低
く
設
定
さ
れ
て
い
た
。

ま
た
、
県
内
の
離
島
公
立
病
院
と
の
比
較
に
お
い
て
も
同
額
程

度
で
あ
っ
た
。

病
院
事
業
会
計

　

平
成
十
九
年
度
予
算
で
は
三
億
五
千
万
円
あ
ま
り
の
欠
損
金

が
計
上
さ
れ
て
い
た
が
、
経
営
努
力
等
に
よ
り
現
時
点
の
決
算

で
は
一
億
七
千
三
百
万
円
あ
ま
り
に
な
る
見
込
み
。

　

自
治
体
病
院
は
、
住
民
の
た
め
に
は
不
採
算
部
門
の
医
療
を

も
営
ん
で
お
り
、
あ
る
程
度
の
赤
字
経
営
は
や
む
を
得
な
い
。

し
か
し
赤
字
額
が
累
積
す
る
と
市
の
財
政
圧
迫
が
危き

惧ぐ

さ
れ
る
。

　

現
在
、
地
域
医
療
に
お
け
る
医
師
不
足
が
全
国
的
に
深
刻
化

し
て
い
る
が
、
経
営
努
力
等
に
よ
り
赤
字
を
減
少
し
、
市
民
に

信
頼
さ
れ
る
病
院
の
確
立
に
努
力
さ
れ
た
い
。

壱
岐
市
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
建
設
反
対
に
関
す
る
請
願

　

こ
の
請
願
は
音
嶋
正
吾
議
員
が
紹
介
議
員
と
な
っ
て
芦
辺
町

住
吉
山
信
触
の
平
田
廣
氏
、
平
田
邦
彦
氏
、
住
吉
東
触
の
市
山

厚
生
常
任
委
員
会

豊
氏
の
三
人
に
よ
っ
て
出
さ
れ
た
も
の
。
こ
の
件
は
市
の

重
要
な
施
策
で
あ
り
、
地
域
住
民
の
意
見
を
大
事
に
と
い

う
観
点
か
ら
、
音
嶋
議
員
、
平
田
廣
氏
、
こ
れ
ま
で
市
と

地
元
住
吉
地
区
の
橋
渡
し
を
さ
れ
た
住
吉
地
区
振
興
協
議

会
前
会
長
、
長
嶋
邦
昭
氏
の
三
人
を
委
員
会
に
参
考
人
と

し
て
招
致
し
、
音
嶋
議
員
、
平
田
廣
氏
か
ら
は
請
願
の
内

容
に
つ
い
て
、
長
嶋
氏
か
ら
は
こ
れ
ま
で
の
市
と
の
経
過

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　

こ
の
経
過
を
踏
ま
え
て
市
の
担
当
者
の
説
明
も
入
れ
て

審
査
し
、
採
決
の
結
果
、
こ
の
請
願
は
不
採
択
と
な
っ
た
。

（
※
不
採
択
の
理
由
は
10
ペ
ー
ジ
に
記
載
）

閉
会
中
の
委
員
会
継
続
調
査

　

二
月
十
三
日
、
委
員
会
を
開
催
し
、
次
の
三
項
目
に
つ

い
て
調
査
を
行
っ
た
。

①
福
祉
事
業（
特
養
ホ
ー
ム
建
設
に
関
す
る
進
捗
状
況
等
）

②
病
院
事
業（
市
民
病
院
の
経
営
状
況
報
告
等
）

③
廃
棄
物
処
理
対
策（
焼
却
場
建
設
の
進
捗
状
況
等
）

昭和46年開所の特別養護老人ホーム
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委
員
長　

瀬
戸
口
和
幸

 

議
案
審
査
状
況 

　

本
委
員
会
で
は
、
平
成
十

九
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
二
億
七
千
百
二
十
四
万
六

千
円
）お
よ
び
平
成
二
十
年

度
一
般
会
計
予
算（
二
百
八

億
千
七
百
万
円
）に
つ
い
て

審
査
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
両
議
案
と

も
全
案
可
決
し
た
。

　

審
査
の
中
で
出
さ
れ
た
主

な
質
疑
と
答
弁
は
次
の
と
お

り
。

Q
平
成
六
年
の
固
定
資
産
評

価
替
え
時
の
処
理
状
況
は

　

旧
郷
ノ
浦
町
時
代
か
ら
既

に
十
四
年
間
も
経
過
し
て
い

る
が
和
解
さ
れ
て
い
な
い
。

早
急
に
対
応
す
べ
き
。

A
早
急
に
対
応
す
る
。

Q
市
有
料
駐
車
場
の
利
用
度

と
使
用
料
の
一
元
化
を

　

利
用
率
が
四
割
と
少
な
く
、

未
利
用
区
画
の
公
募
を
す
べ

き
。
ま
た
、
駐
車
場
区
画
の

広
さ
は
同
じ
で
も
使
用
料
の

差
が
あ
る
。
一
元
化
す
べ
き
。

A
指
摘
の
と
お
り
改
善
す
る
。

Q
委
託
料
の
軽
減
を

　

合
併
時
か
ら
指
摘
さ
れ
な

が
ら
、
各
種
委
託
料
総
額
約

十
一
・
五
億
円
を
計
上
し
て

い
る
が
、
Ｏ
Ａ
機
器
の
導
入

に
伴
っ
て
事
務
の
効
率
化
が

進
め
ら
れ
て
い
る
中
、
自
助

努
力
を
早
急
に
す
べ
き
。

A
精
査
す
る
。

Q
公
営
住
宅
建
設
の
内
容
は

A
白
水
団
地
六
戸
、
上
町
団

地
八
戸
。

Q
タ
イ
ワ
ン
リ
ス
捕
獲
単
価

はA
平
成
十
九
年
捕
獲
数
の
激

減
に
よ
り
、
十
八
年
度
の
単

価（
八
百
円
）で
計
上
。

Q
松
食
い
虫
防
除
へ
民
間
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
用
は

A
危
険
な
作
業
に
つ
き
困
難
。

Q
市
民
病
院
の
任
期
付
職
員
、

す
な
わ
ち
管
理
監
お
よ
び
総

看
護
師
長
の
雇
用
は

A
早
急
に
対
応
す
る
。

予
算
特
別
委
員
会

本年４月１日より病院事業管理監に就任された市山勝彦氏 新築された白水団地（石田町石田西触）

議員
発議

壱岐市議会議員の報酬の特例に関する
条例の一部を改正する条例の一部改正

提出者　壱岐市議会議員　牧永　　護　　
賛成者　壱岐市議会議員　中田　恭一、瀬戸口和幸、近藤　団一、赤木　英機

市議会議員報酬の５％減額期間を下記のとおり
任期満了時まで、さらに引き続き延長します！
平成 17年 10月１日から平成 20年３月 31日まで（２年６カ月）

↓
平成 20年４月１日から平成 21年８月６日まで（１年５カ月）

※今回の改正により、Ｈ17．10．１からＨ21．８．６までの３年11カ月で、
　議員報酬の削減額は、合計 1,872万9,500円になります。

可決
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屋上緑化された兵庫県立考古博物館

ユ
ウ
く
ん

一支国博物館（仮称）建設等に関する調査特別委員会　視察報告 
《日程：平成20年3月27日～28日》

●兵庫県立考古博物館（展示設計；乃村工藝社、コンピューター関連整備；丹青社）
　平成19年10月にオープン。冬場（閑散期）を挟んでいるにもかかわらず、入館者数はすでに10万人程であ
り、年間目標の14万3千人は確実に達成すると思われる。緑地の少ないこの地域に遺跡公園と一体的に整備
された結果、近隣住民の来館も多い。加えて、小学校高学年にもわかりやすい展示内容と体験プログラムを展
開することによって、親子3世代の利用が非常に多くなっている。ただし、研究者などには物足りない内容と
なるので、企画展や研究会、各種講座を開催することで取り込む工夫がなされていた。
　また、県下の他の県立文化施設と共同事業を企画するなど、連携を密にして相乗効果を生み出している。
　広報活動には特に予算は組まれておらず、ホームページや先に述べたネットワークを使って情報発信がな
されている。マスコミをうまく活用することによって、予算をかけずに大きな宣伝効果を挙げている点は特筆
すべきところである。
　建物側壁は60度ほどの急傾斜ながら芝施工が施されていた。ただし、施工当初はネットなどによる押さえ
が必要であるとのこと。屋上部分は、空調設備等の関係で凹凸が多く、広場と呼べる程のスペースは無い。現
在は芝が主であるが、将来的にはチガヤ（イネ科）を主にしていく計画。基本的に「自然のままに」というコン
セプトから、ほとんど手入れはせずに進める方針であった。
　年間の維持管理費は、8～9千万円。光熱水費と施設管理費がほぼ半々である。芝の管理等は施設管理費の
中で周辺環境整備を含む清掃業務の中で委託されており、委託料は1,400万円。
　ボランティアの育成は5カ年計画で進めてきた結果、現在約100人の登録がある。運営については、全体の
取りまとめ以外は各ボランティア団体による自主的なものとなっている。これとは別に、河川管理や山林管理
等の各種ボランティアと連携することにより、交流が広がり賑わいを創出している。

●明石市立文化博物館（指定管理者；乃村工藝社）
　平成19年度より指定管理者制度を導入。期間は3年間で、1年毎に協定更新。
　運営は館長1人、事業・広報部門6人、学芸員5人、管理部門1人の体制であたっており、毎月市担当者と打
ち合わせを行っている。報告はメールによる日報・月報・年報。
　指定管理料は約1億6,500万円であり、収入としては展覧会収入で約1,500万円、その他の収入として飲
食事業、駐車場料金収入、物販販売等がある。
　指定管理者制度を導入したことにより、約7％の経費削減効果があがっている。

●兵庫県姫路総合庁舎（屋上緑化；ムカデ芝）
　表面温度の変化はほぼ一定であり、非緑化部分との温度差は夏季の最大時で20℃に及ぶ。また屋上の様子
や温度は庁舎玄関のモニター及び電光掲示板によって、一目でわかるようになっていた。

●委員会の所見
　施設の維持管理については、ボランティア団体の育成を図ることが急務である。屋上緑化については、視察
地は屋上が平坦地での芝工法であったが、本市の設計では3,500㎡と広大かつ傾斜度が50～ 60度もあるこ
とから、芝の管理について特段の注意を要する。

勾
まが

玉
たま

づくり体験の様子
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ああんん質質問問なな
どどええんんななっったた？？

改修予定の浴室（芦辺町デイサービスセンター）

　芦辺町デイサービスセンターの浴室は、利用
者の増加に伴い狭

きょう

隘
あい

となった。早急に改修を。

　新年度に予算化する。

市長／早急に改善する

平成20年度当初予算に計上
　現在、改修工事の設計中。

質質　　問問
平成19年12月定例会

浴室の改善を！
　交流人口の増加を図る施策の一環として、壱
岐市をＰＲしてくれる観光大使の委嘱を。

　各壱岐人会の幹部の方々に協力して頂き、壱
岐になじみの深い方に積極的に依頼する。

市長／各壱岐人会に協力依頼する

現在２人ほど要請中
　国・県の関係機関にもお願いしている。

質質　　問問
平成19年12月定例会

観光大使の委嘱を！

あの質問は…

ミ
ル
ち
ゃ
ん

どうなったの？

キ
ク
ち
ゃ
ん

博多どんたく踊り隊（Ｈ19.５.３）



　

原
の
辻
か
ら
一
望
で
き
る
深
江
田た

原ば
る

も
、
蛙
の
鳴
き

声
と
と
も
に
一
斉
に
田
植
え
が
始
ま
り
ま
し
た
。
古
き

弥
生
の
人
々
も
こ
の
風
景
を
眺
め
、一い

支き

国こ
く

の
未
来
を

語
り
合
っ
た
の
で
は
と
想
像
し
ま
す
。
こ
の
素
晴
ら
し

い
自
然
と
歴
史
を
後
世
に
伝
え
て
い
く
こ
と
は
、
時
代

を
駆
け
抜
け
る
一
人
と
し
て
、
私
た
ち
の
責
務
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　

秋
に
は
稲
穂
が
実
る
、
そ
の
喜
び
は
弥
生
の
時
代
も

現
代
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
市
民
皆
様
が
伝
承
者
で
す
。

稔
り
あ
る
壱
岐
市
を
育
て
、
考
え
ま
し
ょ
う
。

（
文
＝
深
見
義
輝
）

議
会
広
報
特
別
委
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い
き　
　
議
会
だ
よ
り
は
壱
岐
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス　

http://w
w
w
.city.iki.nagasaki.jp

編　

集　

後　

記

満開の桜（元居トンネル横）

原の辻展示館前にて

委
員　

市
山
和
幸

委
員　

深
見
義
輝

委
員　

町
田
光
浩

いき議会だよりは地球に優しい大豆油のインキで印刷されています。

市内市内3030カ所の公共施設等に情報閲覧用のパソコンが設置されました！カ所の公共施設等に情報閲覧用のパソコンが設置されました！
どなたでも自由に議会・行政・防災情報等を検索することができます。どなたでも自由に議会・行政・防災情報等を検索することができます。

1 郷ノ浦庁舎 11 郷ノ浦図書館 21 郷ノ浦町デイサービスセンター
2 勝本庁舎 12 勝本地区公民館 22 勝本ふれあいセンターかざはや
3 芦辺庁舎 13 芦辺地区公民館 23 クオリティライフセンターつばさ
4 石田庁舎 14 石田図書館 24 石田町総合福祉センター
5 渡良事務所 15 壱岐文化ホール 25 壱岐市民病院
6 柳田事務所 16 壱岐西部開発総合センター 26 かたばる病院
7 沼津事務所 17 壱岐島開発総合センター 27 老人ホーム
8 志原事務所 18 石田町農村環境改善センター 28 特別養護老人ホーム
9 初山事務所 19 那賀出張所 29 大谷総合運動公園
10 湯本出張所 20 箱崎出張所 30 石田スポーツセンター




